






























制および p21 の増加を誘導した。ノビレチンは Bax を変化させず、Bcl-xL を減少させる
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2)  今回提示したもの以外の Bclファミリー蛋白の変動はどうだったか。 
3)  用いた 3つの乳がん細胞での p53の働きはどうだったか。 
4)  ノビレチン濃度 100μMでの SK-BR-3細胞への増殖抑制効果について確認。 
5)  ノビレチンの効果は、他のトリプルネガティブ細胞株でも同様か。 
6)  HER2陽性細胞への抑制について、ノビレチンの濃度を上げた実験は行ったか。も
し実験を行うとどのような結果が出るのか。 
7)  今回用いたもの以外の HER2陽性細胞株はあるのか。あれば、それらの細胞で検討
することにより、HER2陽性細胞への効果といえるのではないか。 
8)  ノビレチンのがん細胞を抑制する機序についての報告はあるか。 
9)  ノビレチンは、がんの予防に効果があるのか、治療の効果があるのか。 
10)  中国にある食品の中でノビレチンが多く含まれている食品はどのようなものか。 
11)  DMSOだけを添加した培養結果はどうであったか。 
12)  培養中に添加物質に関わらず自然死した細胞はみられたか。 
13)  光学顕微鏡で見てアポトーシスやネクローシスが判別できたか。 
14)  ノビレチンは、正常な乳腺細胞にも影響を及ぼすのか。 
15)  ノビレチンの細胞内への吸収の程度は測定したのか。その代謝産物は測定できた
か。 
16)  168時間の培養期間中に培地は交換したのか。 
17)  DMSOの IC50は、どの程度だったか。 
18)  100mM ノビレチンの DMSO 溶液を培地に添加して、ノビレチンが 50μM - 100μM





20)  168 時間の増殖曲線でノビレチン無添加の細胞数は培養開始時に比べて増えたの
か。 
21)  細胞周期のフローサイト解析においてノビレチン添加前に細胞周期を同期させた
のか。 
 
上記のような口頭試問を行った結果、概ね的確な解答が得られ、合格と判定した。  
 
